
《
新
資
料
紹
介
》
回
覧
雑
誌
「
椋
椙
（
欄
）
」

青
　
木
　
文
　
美

、
回
覧
雑
誌
「
椋
椙
（
梱
）
」
と
そ
の
意
義

　
「
芸
術
と
し
て
真
価
あ
る
純
麗
な
童
話
と
童
謡
を
創
作
す
る
最
初
の
運
動
を
起
し
た
い
」
（
「
童
話
と
童
謡
を
創
作
す
る
最
初
の
文
学
的
運
動
」
、

広
告
用
印
刷
物
）
。

　
鈴
木
三
重
吉
が
日
本
の
少
年
少
女
た
ち
に
贈
っ
た
雑
誌
「
赤
い
鳥
」
は
、
大
正
七
（
一
九
一
八
）
年
七
月
に
刊
行
さ
れ
た
。
「
赤
い
鳥
」
の

創
刊
は
、
児
童
雑
誌
の
刊
行
を
意
味
す
る
だ
け
で
な
く
、
以
後
繰
り
広
げ
ら
れ
る
児
童
自
由
教
育
運
動
の
幕
開
け
で
も
あ
っ
た
。
「
童
謡
」
担

当
と
し
て
、
そ
の
一
端
を
担
っ
た
の
が
北
原
白
秋
で
あ
る
。

　
白
秋
に
よ
っ
て
募
集
さ
れ
た
「
創
作
童
謡
」
は
、
「
唱
歌
」
と
は
異
な
り
、
子
ど
も
が
自
然
に
口
ず
さ
め
る
歌
を
作
る
場
所
と
し
て
大
い
に

期
待
さ
れ
た
。
創
刊
号
に
は
、
「
創
作
童
謡
童
話
募
集
」
（
第
一
巻
一
号
、
大
正
七
（
一
九
一
八
）
・
七
・
一
、
赤
い
鳥
社
）
と
し
て
、
「
こ
れ
は

直
接
購
読
者
以
外
の
お
方
か
ら
も
広
く
募
り
ま
す
。
童
謡
は
北
原
白
秋
、
童
話
は
鈴
木
三
重
吉
が
選
抜
し
て
、
優
秀
な
も
の
両
三
篇
づ
・
を
紙

　
　
　
マ
マ

上
で
推
称
し
ま
す
。
十
回
以
上
推
称
さ
れ
た
方
は
立
派
な
作
家
と
し
て
待
遇
し
ま
す
」
と
掲
げ
ら
れ
、
明
日
の
童
謡
詩
人
の
発
掘
に
積
極
的
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ

取
り
組
ん
で
い
る
。
し
か
し
、
童
謡
に
関
し
て
い
う
な
ら
ば
、
「
十
回
以
上
推
称
さ
れ
た
」
「
作
家
」
の
出
現
は
、
第
三
期
「
赤
い
鳥
」
投
稿
者

の
出
現
ま
で
待
た
ね
ば
な
ら
な
い
。
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第
三
期
に
頭
角
を
現
し
て
く
る
の
が
、
後
に
雑
誌
「
乳
樹
（
の
ち
に
チ
チ
ノ
キ
）
」
（
昭
和
五
（
一
九
三
〇
）
年
二
月
二
十
⊥
ハ
日
創
刊
、
乳
樹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

社
）
を
旗
揚
げ
す
る
与
田
準
一
、
巽
聖
歌
を
初
め
と
す
る
人
々
で
あ
る
。
彼
ら
は
互
い
に
連
絡
を
取
り
合
い
、
切
磋
琢
磨
す
る
こ
と
を
惜
し
ま

な
か
っ
た
。
そ
の
結
果
が
、
回
覧
雑
誌
「
椋
椙
（
欄
）
」
の
発
行
に
見
ら
れ
る
。

　
回
覧
雑
誌
「
椋
椙
（
欄
）
」
に
つ
い
て
、
藤
田
圭
雄
は
「
昭
和
二
年
に
は
、
集
ま
っ
て
、
回
覧
雑
誌
『
椋
椙
』
を
作
っ
た
。
（
略
）
回
覧
雑
誌

な
ど
と
い
う
の
は
、
中
学
生
の
や
る
仕
事
だ
。
そ
れ
を
、
二
十
歳
を
過
ぎ
、
作
品
の
評
価
も
定
ま
り
か
け
た
こ
の
連
中
が
始
め
て
い
る
」
（
『
日

本
童
謡
史
n
』
、
昭
和
五
十
九
（
一
九
八
四
）
・
七
・
五
、
あ
か
ね
書
房
）
と
述
べ
、
昭
和
三
（
一
九
二
八
）
年
四
月
十
五
日
の
〈
赤
い
鳥
童
謡

会
〉
の
発
足
や
昭
和
五
（
一
九
三
〇
）
年
か
ら
十
（
一
九
三
五
）
年
に
か
け
て
発
行
さ
れ
た
雑
誌
「
乳
樹
」
を
生
み
出
し
た
原
動
力
と
し
て
回

覧
雑
誌
「
椋
椙
」
を
位
置
づ
け
て
い
る
。
昭
和
二
（
一
九
二
七
）
年
と
い
え
ば
、
第
三
期
の
主
な
投
稿
家
が
、
「
赤
い
鳥
」
誌
上
に
お
い
て
も

う
既
に
一
定
の
評
価
を
得
て
い
る
時
期
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
拘
わ
ら
ず
、
あ
く
ま
で
投
稿
者
と
し
て
自
己
の
作
風
に
止
ま
る
こ
と
な
く
歩
み
続

け
る
姿
勢
は
、
停
滞
す
る
こ
と
を
嫌
っ
た
白
秋
の
教
え
を
守
っ
た
第
一
の
弟
子
た
ち
な
ら
で
は
と
思
わ
ず
に
い
ら
れ
な
い
。

　
回
覧
雑
誌
と
い
う
試
み
は
新
し
い
童
謡
へ
の
意
思
表
示
で
も
あ
る
。
白
秋
の
傘
下
に
あ
り
な
が
ら
も
自
己
の
個
性
を
活
か
し
た
作
品
を
生
み

出
そ
う
と
す
る
投
稿
家
た
ち
の
強
い
意
志
の
現
れ
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
回
覧
雑
誌
が
発
行
さ
れ
た
昭
和
二
（
一
九
二
七
）
年
か
ら
三

（一

纉
�
ｪ
）
年
当
時
、
彼
ら
は
独
自
の
道
を
切
り
開
く
べ
く
回
覧
雑
誌
を
発
行
し
つ
つ
も
、
白
秋
の
独
断
で
行
わ
れ
た
〈
赤
い
鳥
童
謡
会
〉

へ
積
極
的
に
参
加
し
て
い
る
。
何
よ
り
も
白
秋
に
認
め
ら
れ
る
こ
と
が
優
先
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

　
回
覧
雑
誌
「
椋
椙
（
欄
）
」
は
、
白
秋
の
偉
力
と
自
ら
の
能
力
と
の
狭
間
で
揺
れ
動
く
若
き
童
謡
詩
人
た
ち
の
心
の
内
を
現
代
に
伝
え
て
い

る
。
今
ま
で
は
「
赤
い
鳥
」
誌
上
で
の
み
語
ら
れ
て
い
た
〈
赤
い
鳥
童
謡
会
〉
だ
っ
た
。
回
覧
雑
誌
「
椋
椙
（
欄
）
」
に
よ
り
、
そ
の
発
足
過

程
を
知
る
ば
か
り
で
な
く
、
白
秋
を
取
り
巻
く
投
稿
家
た
ち
の
希
望
と
苦
悩
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

　
し
か
し
、
こ
の
回
覧
雑
誌
に
関
し
て
は
、
藤
田
の
弁
と
回
覧
雑
誌
に
関
わ
っ
た
人
々
の
回
想
録
か
ら
、
雑
誌
名
を
知
る
以
外
に
何
も
知
る
術

が
な
か
っ
た
。
幸
運
に
も
、
一
昨
年
の
夏
、
与
田
準
一
の
書
斎
を
調
査
さ
せ
て
い
た
だ
く
機
会
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
際
、
書
斎
の
壁
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面
に
あ
る
書
棚
の
上
に
、
ひ
っ
そ
り
と
置
か
れ
て
い
る
回
覧
雑
誌
「
椋
椙
（
欄
）
」
五
冊

る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
こ
に
回
覧
雑
誌
「
綜
椙
（
欄
）
」
の
内
容
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

（
三
号
、
四
号
、
六
号
、
九
号
、
十
号
）
を
発
見
す

二
、
回
覧
雑
誌
「
椋
椙
（
欄
）
」
の
内
容

　
回
覧
雑
誌
「
綜
椙
（
欄
）
」
は
、
全
部
で
一
号
か
ら
十
号
ま
で
発
行
さ
れ
た
よ
う
だ
。
与
田
準
一
の
昭
和
三
（
一
九
二
八
）
年
の
日
記
に
は
、

「
六
月
一
日
、
綜
椙
編
集
出
来
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
以
降
日
記
に
「
綜
椙
」
の
文
字
が
見
え
な
い
こ
と
か
ら
も
十
号
で
終
了
し
た
と
考

え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
表
題
「
シ
ュ
ロ
」
の
表
記
は
、
九
号
以
外
は
「
綜
椙
」
、
九
号
は
「
綜
欄
」
に
な
っ
て
い
る
。

　
現
在
に
至
る
ま
で
、
回
覧
雑
誌
「
綜
椙
（
欄
）
」
に
関
わ
っ
た
メ
ン
バ
ー
は
、
「
岡
田
泰
三
、
多
胡
羊
歯
、
佐
藤
義
美
、
福
井
研
介
、
藤
井
樹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

郎
、
柳
暖
、
巽
聖
歌
、
与
田
準
一
」
で
あ
る
と
さ
れ
て
き
た
。
改
め
て
「
椋
椙
（
欄
）
」
を
播
く
と
、
メ
ン
バ
ー
は
多
胡
羊
歯
、
佐
藤
義
美
、

福
井
研
介
、
藤
井
樹
郎
、
巽
聖
歌
、
与
田
準
一
の
六
人
で
あ
る
。

　
大
き
さ
は
、
縦
二
十
四
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
十
六
、
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
。
表
紙
に
は
厚
め
の
画
用
紙
が
使
用
さ
れ
、
各
号
に
手
書
き
の

イ
ラ
ス
ト
が
施
さ
れ
て
い
る
。
表
紙
以
外
は
洋
紙
が
使
わ
れ
て
い
る
。
表
紙
の
イ
ラ
ス
ト
だ
け
で
な
く
、
作
品
も
概
ね
里
…
色
の
万
年
筆
に
よ
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

て
手
書
き
で
綴
ら
れ
て
い
る
。
与
田
準
一
が
青
色
の
イ
ン
ク
を
、
藤
井
樹
郎
が
鉛
筆
を
使
用
し
て
い
る
箇
所
も
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

　
「
椋
椙
」
三
号
に
は
、
一
号
と
二
号
の
雑
誌
名
が
「
誕
生
」
だ
っ
た
こ
と
、
三
号
か
ら
佐
藤
義
美
（
緑
人
）
が
「
綜
椙
」
同
人
に
参
加
し
た

こ
菖
．
が
記
さ
れ
て
い
る
・
こ
の
他
に
・
璽
作
業
や
次
回
号
の
作
品
募
集
の
締
め
切
り
日
、
回
覧
の
順
序
な
ど
も
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

　
互
い
に
遠
隔
地
に
住
ん
で
い
た
六
人
は
、
各
号
編
集
担
当
者
を
決
め
て
原
稿
を
郵
送
し
、
そ
れ
を
担
当
者
が
ま
と
め
て
雑
誌
に
す
る
と
各
同

人
が
順
番
通
り
に
郵
送
で
回
し
て
い
た
。
わ
か
っ
て
い
る
限
り
を
記
す
と
、
編
集
担
当
者
は
、
三
号
が
与
田
準
一
、
四
号
が
藤
井
樹
郎
、
五
号

が
福
井
研
介
、
六
号
が
巽
聖
歌
、
七
号
が
多
胡
羊
歯
、
八
号
が
佐
藤
義
美
。
こ
れ
は
「
五
十
音
順
逆
順
」
に
よ
る
。
三
号
の
回
覧
順
は
、
「
藤
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井
↓
佐
藤
↓
多
胡
↓
福
井
↓
巽
↓
与
田
」
に
な
っ
て
お
り
、
必
ず
「
五
日
以
内
廻
送
の
事
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

　
「
綜
椙
」
六
号
は
現
存
す
る
な
か
で
は
最
も
頁
数
が
多
く
活
気
に
満
ち
て
い
る
。
「
赤
い
鳥
童
謡
会
に
就
い
て
」
と
題
さ
れ
た
記
事
で
「
赤

い
鳥
童
謡
会
」
の
青
写
真
を
佐
藤
義
美
が
白
秋
の
代
弁
者
と
し
て
語
る
と
、
そ
れ
に
答
え
る
よ
う
に
メ
ン
バ
ー
が
自
分
の
考
え
を
後
ろ
の
余
白

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

に
書
き
加
え
議
論
し
合
っ
て
い
る
。
そ
れ
以
外
に
、
新
メ
ン
バ
ー
と
し
て
岡
田
泰
三
の
加
入
が
議
論
さ
れ
て
い
る
が
、
結
局
実
現
し
て
い
な
い
。

　
「
綜
椙
（
欄
）
」
九
、
十
号
の
頁
数
は
六
号
の
三
分
の
二
以
下
に
減
っ
て
い
る
。
リ
ー
ダ
ー
格
で
あ
る
与
田
準
一
が
白
秋
を
頼
っ
て
上
京
す

　
　
（
9
）

る
時
期
と
重
な
る
こ
と
も
大
き
く
影
響
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
こ
こ
に
、
今
回
確
認
で
き
た
全
て
の
目
次
を
掲
載
す
る
。
な
お
、
〈
　
〉
は
補
記
を
示
す
。
■
や
★
な
ど
は
、
現
物
に
従
っ
た
。
回
覧
雑
誌

「
椋
椙
（
欄
）
」
に
関
す
る
詳
細
な
検
証
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

　
最
後
に
調
査
を
す
る
機
会
を
与
え
て
く
だ
さ
っ
た
与
田
準
一
令
息
、
与
田
準
介
・
博
子
ご
夫
妻
の
ご
厚
意
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

「
椋
相
」
三
号

　
巣

　
童
謡

　
勇
り
花

　
母

　
河
っ
ぶ
ち

　
兵
隊

　
永
平
寺

　
感
想
論

〈
昭
和
二
（
一
九
二
七
）
・
九
・
十
六
発
行
、

　
　
福
井
研
介

佐
藤
義
美

与
田
準
一

巽
　
聖
歌

巽
　
聖
歌

多
胡
羊
歯

葡
萄
も
ぎ
り

行
く
子
は

山鷺海
女

編
集
者
　
与
田
準
一
　
全
百
六
頁
〉

佐
藤
義
美

福
井
研
介

巽
　
聖
歌

多
胡
羊
歯

多
胡
羊
歯

紫
蘇
の
畑

お
ん
ぶ
御
散
歩

合
歓
の
花

鬼
さ
ん
ご
っ
こ

犬
鷲

藤
井
樹
郎

福
井
研
介

巽
　
聖
歌

多
胡
羊
歯

多
胡
羊
歯
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北
窓
舌
話
（
二
）

創
刊
号
酷
評

評
言

散
文

遊
び
ほ
う
け
た

巣読
書
録

作
品
批
評
欄

落
書
欄

后
記

展
望
台

藤
井
樹
郎

多
胡
羊
歯

聖
歌
・
準
一

巽
　
聖
歌

羊
歯
・
準
一

羊
歯
・
準
一

羊
歯
・
準
一

全
員

与
田
準
一

与
田
準
一

金
の
燈
台

童
心
抄

童
謡
誌
瞥
見

　
　
　
古
い
ノ
ー
ト
か
ら

・
樹
郎
・
研
介
・
聖
歌

・
樹
郎
・
研
介
・
聖
歌

・
樹
郎
・
研
介
・
聖
歌

巽
　
聖
歌

与
田
準
一

与
田
準
一

与
田
準
一

無
題
語

雑
誌
改
名
披
露

日
記
抄

与
田
準
一

与
田
準
一

与
田
準
一
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「
椋
相
」
四
号
く
昭
和
一
一
（
一
九
二
七
）
・
十
・
日
不
明
発
行
、
編
集
者

■
　
　
（
二

■
月
夜
の
梨
　
　
　
　
与
田
準
一

■
童
謡
集

　
山
の
日
暮
、
水
無
月
　
　
準
一

　
月
の
中
、
銀
ぐ
さ
り
の
芽
、
花
火
、

■
　
（
二
）

　
　
　
浴
室
で
、
風
　
　
　
　
　
　
聖
歌

草
の
実
、
朝
の
唄
　
　
　
　
　
　
　
義
美

藤
井
樹
郎
　
゜
全
九
十
四
頁
〉

い
さ
か
ひ
の
あ
と
　
　
　
　
羊
歯

椎
の
木
の
か
げ
、
秋
の
扇
　
樹
郎



　
■
こ
の
ご
ろ
の
こ
ど
も
　
多
胡
羊
歯

　
■
印
象
筆
語
　
　
　
　
福
井
研
介

　
■
い
わ
ゆ
る
四
四
四
調
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
与
田
準
一

　
■
多
胡
氏
と
作
　
　
　
巽
　
聖
歌

　
■
多
胡
羊
歯
君
　
　
　
福
井
研
介

　
■
多
胡
羊
歯
氏
の
童
謡
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
与
田
準
一

　
■
最
近
に
お
け
る
多
胡
氏
の
も
の
　
　
　
　
　
藤
井
樹
郎

　
■
巣
　
　
　
　
　
　
準
一
、
樹
郎

　
■
後
記
　
　
　
　
　
樹
郎

「
椋
相
」
六
号
く
昭
和
三
（
一
九
二
八
）
・
十
二
・
日
不
明
発
行
、
編
集
者

　
万
葉
管
見
（
感
想
）
　
藤
井
樹
郎

　
童
謡
と
詩
と
（
作
品
）

　
　
お
月
夜
．
海
か
ら
来
る
風
・
草
あ
や
め
・
秋
晴
れ
・
請
　
　
　
　
　
佐
藤
義
美

　
詩

　
　
粟
を
刈
る
．
村
の
子
呂
・
短
日
・
木
時
計
・
草
・
霜
月
・
幼
童
禮
讃
　
　
　
与
田
準
一

　
　
外
套
・
麗
日
臥
吟
・
早
春
・
旅
　
　
　
　
　
巽
　
聖
歌

　
短
歌

　
　
青
天
　
　
　
　
　
　
準
一
　
　
　
・
牛
葬
の
花
　
　
　
　
聖
歌
　
　
　
　
・
春
よ
り
夏
へ

巽
聖
歌
　
全
百
二
十
二
頁
〉

羊
歯
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童
謡

　
　
春
は
　
　
　
　
　
　
福
井
研
介
　
　
　
　
草
む
す
び
・
綱
す
き
爺
さ
ん

　
　
子
牛
・
し
つ
か
な
夜
・
も
と
の
学
校
　
　
　
　
　
　
与
田
準
一

　
本
号
童
謡
瞥
見
　
　
準
一
・
義
美
・
聖
歌

　
昭
和
弐
年
度
に
於
け
る
「
赤
い
鳥
」
童
謡
瞥
見

　
　
赤
い
鳥
飛
翔
歴
　
　
準
一
　
〈
本
文
書
名
田
螺
坊
舎
〉
　
★
寂
し
か
っ
た

　
虹
と
爆
竹
（
随
稿
）
　
与
田
準
一
　
〈
本
文
書
名
　
田
螺
石
人
〉

　
巣
・
批
評
・
通
信
・
展
望
台

「
椋
相
」
九
号
く
昭
和
三
（
一
九
二
八
）
・
三
・
十
八
発
行
か
、

　
童
謡

　
叱
ら
れ
て
・
こ
っ
く
り
・
ぶ
る
る
　
　
　
　
　
巽
　
聖
歌

　
春
ふ
み
・
は
る
・
帰
り
・
別
れ
　
　
　
　
　
　
藤
井
樹
郎

　
雪
ば
れ
・
妖
精
の
国
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
多
胡
羊
歯

　
朝
の
草
場
・
夏
来
る
朝
・
お
馬
の
眼
　
　
　
　
与
田
準
一

　
柳
河
僅
謡
録
　
　
　
　
与
田
準
一

　
持
ち
越
し
た
借
金
　
　
巽
　
聖
歌

　
短
歌
　
　
　
　
　
　
　
草
盧
主
人
〈
不
明
〉

　
玩
具
帳
　
　
　
　
　
　
田
螺
乃
性
〈
与
田
準
一
〉

多
胡
羊
歯

ざ
く
ろ
の
花
・
寒
い
冬
・

　
　
巽
　
聖
歌

巽
　
聖
歌

編
集
者
　
与
田
準
一
　
全
六
十
八
頁
〉
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巣批
　評

同同
人人

「
椋
椙
」
十
号
〈
昭
和
三
（
一
九
二
八
）
・
六
・
一
発
行
、
編
集
者
　
与
田
準
一
　
全
七
十
九
頁
〉

　
詩
－

　
冬
一
章
・
地
に
撒
く
も
の
　
　
　
　
　
　
　
　
福
井
研
介
　
　
　
　
　
迎
春
・
春
・
夏
　
　
　
与
田
準
一

　
歌
－

　
二
　
　
　
　
　
　
　
首
　
　
　
　
　
　
　
福
井
研
介

　
謡
－

佐
藤
義
美
　
蜜
柑
畑
・
批
把
山
・
鰍
輻
巽
聖
歌

　
山
田
・
山
ざ
く
ら
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
多
胡
羊
歯

　
風
か
ら
く
る
鶴
　
　
　
与
田
準
一

　
散
文
i

　
空
・
花
・
点
　
　
　
　
　
　
　
　
　
巽
聖
歌
　
　
　

僕
の
手
記
　
　
　
　
　
　
福
井
研
介

　
蛙
　
　
　
　
　
　
　
　
言
　
　
　
　
　
　
　
　
緑
人
〈
佐
藤
義
美
〉

　
赤
い
鳥
童
謡
会
に
つ
い
て

　
批
評
欄

　
ふ
ざ
け
て
ら
ア
。

　
食
堂
。
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後
記
。

（
1
）

（
2
）

43
））

（
5
）

（
6
）

　
注「

赤
い
鳥
童
謡
集
』
（
昭
和
五
（
一
九
三
〇
）
・
十
こ
に
お
い
て
、
北
原
白
秋
は
「
赤
い
鳥
」
の
童
謡
欄
の
投
稿
家
を
第
］
期
（
大
正
七
二

九
一
八
）
・
七
～
大
正
十
二
（
一
九
二
三
∀
・
六
）
、
第
二
期
（
大
正
十
二
（
一
九
二
三
）
・
七
～
大
正
十
四
（
一
九
二
五
）
・
六
）
、
第
三
期
（
大

正
十
四
（
一
九
二
五
）
・
七
～
昭
和
四
（
一
九
二
九
∀
・
三
）
と
分
け
、
特
に
、
第
三
期
に
つ
い
て
「
生
采
離
々
、
香
気
充
溢
、
鮮
麗
に
し
て
幽

雅
、
精
洌
に
し
て
簡
明
、
童
心
と
寂
心
と
の
融
合
、
歌
謡
と
詩
と
の
浄
昇
」
期
と
評
価
し
て
い
る
。
第
三
期
の
代
表
的
な
投
稿
家
は
、
本
文
に

あ
げ
た
以
外
に
、
多
胡
羊
歯
、
岡
田
泰
三
、
日
下
部
梅
子
、
武
田
幸
一
な
ど
が
い
る
。
な
お
、
雑
誌
「
乳
樹
（
の
ち
に
チ
チ
ノ
キ
）
」
は
、
昭
和

五
（
一
九
三
〇
）
年
二
月
二
十
六
日
に
与
田
準
一
、
巽
聖
歌
、
有
賀
連
な
ど
に
よ
っ
て
創
刊
さ
れ
、
昭
和
十
（
一
九
三
五
）
年
五
月
十
三
日
ま

で
発
行
さ
れ
た
。
全
部
で
十
九
冊
。
後
に
、
新
美
南
吉
、
柴
野
民
三
、
清
水
た
み
子
が
参
加
し
て
い
る
。

例
え
ば
、
「
藤
井
樹
郎
」
（
畑
中
圭
一
、
『
日
本
児
童
文
学
大
事
典
』
、
平
成
五
（
一
九
九
三
）
・
十
・
三
十
一
）
に
は
、
「
与
田
準
一
、
巽
聖
歌
、

多
胡
羊
歯
ら
と
回
覧
雑
誌
「
椋
椙
」
を
起
こ
し
」
と
あ
る
。
ま
た
、
『
与
田
準
一
全
集
＊
空
が
あ
る
＊
第
一
巻
童
謡
集
』
（
昭
和
四
十
二
（
一
九

六
七
）
・
三
．
十
、
大
日
本
図
書
）
の
「
あ
と
が
き
」
に
は
、
与
田
自
身
が
「
の
ち
に
師
の
提
唱
に
よ
っ
て
誕
生
し
た
赤
い
鳥
童
謡
会
（
な
が
く

は
続
か
な
か
っ
た
の
で
す
が
）
、
ま
た
巽
聖
歌
と
「
綜
椙
」
や
「
チ
チ
ノ
キ
」
同
人
を
結
成
す
る
こ
と
と
な
っ
た
い
わ
ば
投
稿
仲
間
の
合
歓
、
切

磋
琢
磨
の
す
が
た
な
り
意
味
あ
い
は
、
い
っ
た
い
な
に
ご
と
を
語
っ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。
」
と
振
り
返
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
ど
の
回
想
録

も
そ
の
内
容
に
は
触
れ
て
い
な
い
。

「『

`
チ
ノ
キ
』
の
童
謡
」
（
藤
田
圭
雄
、
『
日
本
童
謡
史
H
』
、
昭
和
五
十
九
（
一
九
八
四
）
・
七
・
五
、
あ
か
ね
書
房
）
に
よ
る
。

与
田
準
一
が
青
色
の
イ
ン
ク
を
使
用
し
て
い
る
箇
所
は
、
「
綜
椙
」
四
号
の
余
白
に
書
か
れ
た
雑
記
と
六
号
の
与
田
の
文
章
全
部
で
あ
る
。
藤
井

樹
郎
が
鉛
筆
を
使
用
し
て
い
る
の
は
、
「
綜
椙
」
三
号
の
「
読
書
録
」
と
「
落
書
ら
ん
」
（
目
次
で
は
「
落
書
欄
」
）
で
あ
る
。

「
誕
生
」
に
つ
い
て
、
本
文
で
は
、
「
”
誕
生
”
改
題
”
綜
椙
”
」
と
あ
る
。
ま
た
、
「
綜
椙
」
と
い
う
雑
誌
名
は
、
「
巽
君
の
案
で
私
も
大
好
き

で
す
。
藤
井
氏
は
一
位
に
推
し
て
ゐ
る
し
、
羊
歯
・
研
介
の
二
君
も
採
つ
て
く
れ
て
ゐ
る
し
、
こ
れ
に
決
め
ま
し
た
。
椋
椙
の
如
く
常
に
新
鮮

に
は
ば
た
く
時
が
来
た
」
と
こ
ろ
か
ら
名
付
け
ら
れ
て
い
る
。

佐
藤
義
美
は
、
「
落
書
ら
ん
」
（
目
次
で
は
「
落
書
欄
」
）
で
、
「
私
も
お
入
れ
し
て
頂
き
ま
し
た
。
」
と
書
き
残
し
て
い
る
。
ま
た
、
「
后
記
」
で

与
田
準
一
が
「
佐
藤
義
美
氏
の
加
盟
。
（
略
）
佐
藤
氏
の
加
盟
は
み
な
さ
ん
に
は
か
る
い
と
ま
が
無
か
つ
た
。
不
服
は
な
い
と
思
ふ
。
よ
ろ
し
く
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（
7
）

（
8
）

（
9
）

の
こ
と
。
」
と
メ
ン
バ
ー
に
向
け
て
告
げ
て
い
る
。

各
人
の
住
所
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

与
田
準
一
－
福
岡
県
山
門
郡
瀬
高
町

巽
聖
歌
　
　
　
福
岡
県
久
留
米

藤
井
樹
郎
－
山
梨
県
北
都
留
郡
鳥
澤

福
井
研
介
　
　
岡
山
県
岡
問
田
町

多
胡
羊
歯
－
富
山
県
氷
見
郡

佐
藤
義
美
－
東
京
小
石
川
原
町

東
京
に
い
た
佐
藤
義
美
が
白
秋
と
回
覧
雑
誌
「
椋
椙
（
欄
）
」
の
メ
ン
バ
ー
と
を
つ
な
い
で
い
た
よ
う
だ
。
「
赤
い
鳥
童
謡
会
に
就
い
て
」
（
「
椋

椙
」
六
号
、
昭
和
二
（
一
九
二
七
）
・
十
二
・
日
不
明
）
で
は
、
「
赤
い
鳥
童
謡
会
を
起
す
に
就
い
て
（
略
）
先
生
よ
り
も
再
三
お
話
も
あ
つ
た

（
略
）
。
然
し
僕
一
人
の
草
案
で
は
と
遠
慮
し
て
ゐ
た
が
近
く
与
田
さ
ん
か
巽
さ
ん
が
上
京
な
さ
る
の
で
共
に
万
全
を
期
し
て
会
の
創
立
を
は
か

る
積
り
で
ゐ
る
。
皆
さ
ん
の
方
で
計
画
を
お
め
ぐ
ら
し
下
さ
つ
て
椋
椙
の
上
に
で
も
指
示
下
さ
い
。
／
そ
の
時
の
先
生
の
お
言
葉
の
大
要
は
か

う
で
し
た
。
／
君
ら
の
方
で
も
く
ろ
み
を
た
て
て
来
た
ま
へ
。
そ
し
た
ら
僕
が
力
に
な
ら
う
か
ら
。
毎
月
一
回
の
集
ま
り
も
よ
か
ろ
う
。
ご
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
　
　
マ

う
ち
わ
だ
け
の
う
す
い
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
様
の
も
の
を
だ
し
て
地
方
会
員
と
の
連
絡
を
と
る
も
よ
か
ら
う
…
…
…
」
と
い
う
白
秋
の
こ
と
ば
を
伝

え
て
い
る
。
与
田
と
巽
を
立
て
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
も
こ
れ
ら
の
メ
ン
バ
ー
の
力
関
係
が
う
か
が
え
る
。
こ
の
提
案
に
対
し
て
、
巽
聖
歌
は

「
通
信
欄
」
に
書
い
た
「
“
赤
い
鳥
”
童
謡
会
の
件
」
（
「
綜
椙
」
六
号
、
昭
和
二
（
一
九
二
七
）
・
十
二
・
日
不
明
）
の
な
か
で
、
「
主
体
を
自
秋

門
童
謡
詩
人
に
置
ひ
て
貰
ひ
た
い
。
（
略
）
機
関
誌
は
綜
椙
同
人
を
主
と
し
、
他
を
徒
と
す
る
。
白
秋
先
生
は
こ
の
機
関
誌
を
“
日
光
”
　
“
近
代

風
景
”
の
如
く
な
す
義
務
を
有
す
る
。
」
と
強
く
訴
え
て
い
る
。
ま
た
、
多
胡
羊
歯
は
、
同
じ
「
”
赤
い
鳥
”
童
謡
会
の
件
」
（
「
椋
椙
」
六
号
、

昭
和
二
（
一
九
二
七
）
・
十
二
・
日
不
明
）
に
「
巽
さ
ん
、
与
田
さ
ん
と
御
相
談
の
上
、
よ
い
様
に
し
て
下
さ
い
。
」
と
書
い
て
い
る
。
多
胡
の

姿
勢
も
佐
藤
の
姿
勢
と
共
通
し
て
い
る
。

与
田
は
、
昭
和
三
（
一
九
二
八
）
年
三
月
三
十
日
に
白
秋
を
頼
っ
て
上
京
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
博
士
後
期
課
程
二
年
）
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表紙「綜椙」三号

犬
㊧
ぶ
－
ス

る
嚢
⇔
灘

目次「椋椙」三号
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孫
嚢

ぷ…

蝸
ﾙ
茶

綴
，
、
グ
，



」

　
　
；
灘
・
灘
疹
鰹
該
莱
診
、

　
　
蒙
綴
議
辮

；
　
　
ご
　
…
ー
三
Z
影
裟
・
　
　
、
　
　
　
　
　
・

　
二
雛
こ
…
㌣
㌘
縛

秦
・
、
．
・
毅
懸
　
・

メ
…
冨
、
、
こ
…
鼎
三
※
　
※
　
　
箔

　
罷
’
ヱ
㌘
一
　
芯
噸
　
　
・
ε

［
，
・
。
売
響
驚
墾

二
撫
薫
趙
灘

　
　
づ
ド
ダ
ニ
　
ま
　
げ
ニ
　
シ
ヒ
　
ぜ
げ
ま

㍍
購
鍮
灘

「
騰
撫
　
灘

回覧順記述部分「綜椙」 一三号

　
　
　
ニ

“
　
蒙
き
念

　
≡
［
ニ
ー
3
　
≡

　
　
，
三
｝
∵
会

　
　
づ
・
義

落書らん「椋椙」　三号
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佐藤義美「赤い鳥童謡会に就いて」号六「綜椙」

蕪
影
ぶ諜謹

，
騒
雑
づ

織
．
、
　
喜

蟹
難
縛
貿
露
や
．
進
勺

燃
パ
誠
晴
㍗
　
踊
修
慣
后
〆
畠
儒
ヒ

…
p
碗
簿
“
一
爵
’
牝
～
ね
◎
．
＝
碍
臨

ぜ
［
娠
当
e
あ
⊇
亘
．
三
疇
弓
矢
憤
↑

　
　
　
〔
籔
畷
康
W
ゼ
ベ
停
出
‘
⇔

　
「
、
籏
“
あ
ら
う
ザ
．
固
身
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